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表 2 時期別成分の増加量

茶の施肥管理

福岡県農業試験場

茶業指導所

神屋勇雄

はじめに

茶の栽培は生葉の摘採を目的としているが，茶

樹自体からみると，摘採は茶樹本来の生理作用に

反することなので，出来るだけ少ないほうが好ま

しいわけであるO

しかし，栽培の目的が生葉の摘採にある関係

上，茶樹の生理を犠性にしなければならないの

で，そのマイナスを管理技術で補なう必要があ

り，今回は**Mの管理技術の一つである施肥につ

いて考えてみる。

1. 茶樹の生育周期と肥料成分の吸収

茶t&Jの年間における生育過程についてみると表

1に示すとおりで，地士部の生育.は，平均気温が

100 
C iJiJ後になる 3月下旬から 4月上旬にかけて

盛んになり，平均気温が 150C前後になる10月中・

下旬まで生育を続けている O

表 1 乾物の時期別増加割合 〈幼木〉

33.3% 

37.3 

29.4 

100.0 

地下部の生育は，平均気温が 70C 前後になる

2月下旬から 3月上旬にかけて盛んになり，平均

気温が 100
C前後になる11月下旬まで生育を続け

ている。

この生育期間中で，栽培の目的としている茶葉

は， 4，..._， 8月，茎は 9刀，養分吸収に重要な1授は

10，..._，11月に多く生長している。

このような生育周期をとっている茶

樹が，どの時期にどのような成分を必

要としているかについては表 2に示す

とおり，窒素，加里は 4，..._，11)jの問に

茶樹が休むことなく要求しているが，

燐酸は 4，..._， 6月と 9月に集中的に要求

Lて¥¥る。
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このように茶樹は窒素を年間要求しているので

春，夏1，夏2，秋の 4回，燐酸を 4，..._， 6月と 9月

の2回に集中して2要i5羽f吋オ求之しているので
加里も年間2弘要iE〔求しているが土i壌g裳ミlド中:1干や1:ド:1での流亡も少な

いのでで、春，秋の 2回に施用している。

つぎに，いったい茶樹はどのくらいの肥料成分

を必要としているか，その吸収利用率はどうかに

ついてみると表 3に示すとおり， 1f;}i芝1:1二Iの窒素含

量は1.25，..._，1. 50%， :1.舜酸合主i:は O.20，..._，0. 27%， 

加量含量は 0.50""_'0.70%である。

養分の吸収利用率は表 3のように，成木に比べ

て幼木での吸収利用率が非常に悪くなっているO

生菜 100kg当たりの施用成分量についてみると，

窒素は成木では 2.5""_'3.0kg，幼木では 5.0，..._，6.0

kg，燐酸は成木では O.9，..._，L 2 kg，幼木では 5.0

""_'6.8kg，力1]旦は成木で、はL1，..._，1. 5kg，幼木では

6.7，..._， 9.3kgとなり，その要求量;は幼木Wj間の方

が多いことになる。

このように窒素に対する燐酸，加盟の比率が，

成木より幼木の方が高くなっており，成木では 3

要素の比率が 2-1-1型であるのに対して，幼木

では 3~~素のJ七率が 1-1-1 型であることが好ま

しいことを示しており，幼木における燐f駿，加盟

の重要性を認識すべきであるO

2. 肥料成分と茶樹の生育，生葉収量

および製茶品質との関係

このように，安求量の多い;燐酸が茶樹の初期生

育にどのような影響を与えているかについてみる

と，表 4に示すとおりで，地上自)5，地下部の生育

表 3 肥料成分の吸収利用率

iE一一一一旦之 N P20s K20 

生葉100kg当たり含有成分量(%) 1. 25~ 1. 50 0.20-0.27 0.50-0.70 

l吸収利用率(%) 50.0 22.5 45.0 
j戎木

生葉100kg地当j羽た成りの
0.9 -1.2 1.1 -1.5 

|吸 収 0利kg施当用用た成車り分の量(%() 25.0 
4.0 7.5 

幼木 生葉10
kg)) 5.0 -6.0 5.0 -6.8 6.7 -9.3 
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ともに 3要素区が最もよく，次いで加盟欠乏区，

窒素欠乏区，燐酸欠乏区のJII買となっていたO

表 4幼木における N.P.Kと茶樹の生育(砂緋法〉

P.K 

N K 

N.P 

根重 g

51. 6 

8.5 

4.9 

22.8 

窒素または燐酸のみが欠乏すると，その生育が

顕著に阻害され， ~i樹全体の生育が悪くなってい

るO 従って地と部，地下部のバランスのとれた茶

樹を育成するためには窒素，燐酸成分は不可欠の

ものである。

次に，黒

ボク，赤黄

色土と;土壌

の違いによ

る要素の存

在が生葉収

量におよぼ

す影響は表

5に示すと

表 5 土壌別肥料成分と生葉収量

)m~空型 黒ボク 赤黄色土
血E IJ~ 学十 60 59 

11 N 68 80 
H P2U5 94 94 
11 K2u 89 100 

3 要 素 100 100 

3要素+敷わら 103 108 
N 1.5倍 108 113 

P2U5 H 102 96 
N， P2U5 11 106 109 

おりで，黒

ボク，赤黄色土の阿土壌とも窒素の影響が大き

く， しかも，黒ポクの方が，無窒素による収量の

減り方が大きく，ついで加里であるが，赤黄色土

では加里の影響より燐酸の影響が大きくなってい

る。

窒素を増加した場合に，その増加の割合は赤黄

色土の方が
表 6窒素肥料と生葉収量との関係(指数〉

大きくなっ

ており，燐 肥料の種類 一番茶 一番茶 コ番茶
ME 安 100 100 100 

酸多把の影 石i'j 女rよ- 90 90 75 

響は黒ボク
尿 素 95 105・ 75 
石灰窒素 75 65 65 

で増収の可

能性を示しているO

このように窒素成分が生葉収量を左右している

が，窒素の種類が生葉収量におよぼす影響は表 6

のとおりで， 1， 3番茶では硫安， 2番茶では尿素

が生葉収量が多くなり，その肥効が顕著であっ

たO

最近，品種がやかましく言われ，とくに 1番茶

の品質討茶業経営J二重要視され，有機質の投入が

多くなっているO

その有機質肥料が生葉収量，製・~I)f;t，質におよぼ

す影響は表 7のとおりで，この表:からも明らかな

ように生葉収量，製茶品質両面で菜極力h粕または

これを含む配合肥*'1'の効果が認められている。そ

表 7 有機質肥料と生葉収量，製茶品質との関係

肥料の種類 生葉収量 指 数 製茶品質 指 数

硫 安 418.1kg 93.3 67.6 89.3 

人ぷん尿 429.0 95.7 72.0 95.1 

大豆油粕 406.4 90.7 68.0 89.8 

げい?由 413.5 92.2 71.7 94.7 

菜種油粕 433.6 96.7 79.7 105.3 

標準(配合) 448.3 100.0 75.7 100.0 

のうえ，有機質肥料の投入は，土壌の1m化学性の

改善にも役立つのである。しかし，このように有

機質がよいからといって，むやみにふやすのでな

く，経営内容に応じた有機質の投入を行うべきで

あるO

また，最近，茶の好況にともなって窒素肥料偏

重が著しくなっているが，施肥限界をどこにおく

のが茶業経営J二好ましいかについて，過去の成績

から総合すると，平坦部では 90kg/l0丸山間部

では 95kg/l0aを越えると生莱収量の伸びが平行

状態となるので，この前後を窒素肥料の施肥限界

と考えるべきである O

また，これ以上肥料を施す場合，増した施肥量

いわゆる増した肥料代と，増えた生葉価格が同じ

になった|時点を施肥限界とすべきであるO

3. 緩効性肥料について

速効性肥料の弱点を補ない，天然の有機質肥料

と同等の肥効を示す緩効性肥料が茶樹の生育，生

葉収量，製茶1511質におよぼす影響についてみるO

まず，当所で、育苗の省力施肥について， CDU  

を月弘、た試験結果は表 8のとおりで，地上部，地

下部の生育はCDU区が対照区よりよく生育して

¥ ¥る。

活着率はCDU区が対-照区より 4.8%劣ってい

たが，活着率が90%以上あるので育苗に当って問

題はなく，施肥の省力化ができるうえに，均一の

I請が生産できる利点が九ったO

次に，茶園における施肥回数の省力化につい

て， CDU(S600)を用いた試験結果を示すと表9
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項目|
1 m'当たり

イ痛 示、会， 

成分量(g)

CDU区 3N6， P12805，L 27O 元を肥CにD追U肥で・の 2四分

対照区 N， P205， K20 元硫肥安に鶏糞過，石追.肥硫I加，2 
36 24 16 I iこ，

表 9 施肥回数(指数〕

¥区¥踊元¥割i肥p春合~夏¥ 1 夏¥2¥秋¥項~目

生葉収量 製茶品質 肥 料 10 a当り年

の 間施用成分

1番茶 2番茶 3番茶 年間 1番茶 2番茶 3番茶 種類 量(kg)

1区 大す 30-20-20-3% 0 100.0 100.。100.0 100.。100.0 100.0 100.0 硫硫i盈 安石力日
N=70k2g 5 
P205= 
K20 =25 

2区 CDU 50-0 -0 -50 97.6 98.8 96.4 97.7 101.4 99.1 95.5 CDo Uc (S600) 
" 31.0CDU 

3区 CDU 60-0 -0 -40 102.9 98.5 96.9 99.4 99.6 99.3 97.0 " " 

4区 CDU 40-0 -0 -60 104.0 102.6 103.2 102.3 101.5 99.7 97.4 " " 

のとおりで，これによると，春40%，秋60%の秋

肥重点区が慣行法と同等か，それ以上の生葉収

量，製茶品質を維持できる可能性が認められたO

最後に， くみあいCDU複合燐加安(S600) を

中心とした施肥設計を示すと表10のとおりで，こ

の場合の10a当たり目標生葉収量は 3，000kgとし

ている。

以上のように，茶の施肥について述べてきた

表10 施肥例(10a当り kg)

が，これが今後の施肥設計に少しでも役立てば幸

いである。

く参考> 日光華の栽培型事例

株冷蔵によるいちご〈ダナー〉早出し栽培基準
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